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公益社団法人 山形青年会議所
２０１３年度 第６回役員予定者会議 議事録
◆ 日  時 ：２０１２年１２月１８日（火）
１８：３０～：２３：００
◆ 場  所 ：丸勘山形青果市場
1． 開  会                                                         横山専務理事予定者
2． ＪＣＩクリード唱和                                             長瀬総括幹事予定者
3． ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和                       長谷川委員長予定者
4． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                                   井上智博出向理事予定者
5． 出席者の確認（敬称略）                                         舟山事務局長予定者
理事長予定者                井　上　周　士
直前理事長予定者            野　口　雅　弘
特別顧問予定者              荒　井　　　寛
実行委員長予定者            齋　藤　秀　和

副理事長予定者              伊　藤　健　二
副理事長予定者              中　村　祥　之
副理事長予定者              齊　藤　秀　昭
副理事長予定者              鈴　木　辰太郎
監事予定者                  酒　井　貞　和（遅参）
監事予定者                  中　村　正　利
監事予定者                  矢　口　政　則（遅参）
専務理事予定者              横　山　隆　太

議長予定者                  佐　藤　貴　博
特別委員長予定者            三　沢　慶　洋（公欠）
常任理事予定者              安　藤　太一郎
常任理事予定者              鈴　木　　　力（欠席）
常任理事予定者              今　野　　　修（遅参）
常任理事予定者              遠　藤　智　大
本部長予定者                渡　部　明　弘
委員長予定者                佐　藤　幸　助
委員長予定者                武　田　靖　裕
委員長予定者                長谷川　吉之介
委員長予定者                與　田　貴　博（欠席）
委員長予定者                荒　井　要　雄
総括幹事予定者              會　田　智　弘（遅参）
総括幹事予定者              長　瀬　洋　一
出向理事予定者              井　上　智　博
事務局長予定者              舟　山　力　也
＜オブザーバー＞
会務セクレタリー予定者      長谷川　晃　一
会務セクレタリー予定者      茂　木　政　樹
６．会議成立の確認                                               舟山事務局長予定者
公益社団法人山形青年会議所定款第５章・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本理事会は成立
７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                        井上周士理事長予定者
議事録署名人は井上周士理事長予定者・中村正利監事予定者の２名
議事録作成人は会務セクレタリー
８．前回議事録の承認                                             井上周士理事長予定者
不備等が無い場合は、本会議終了を以て自動承認
９．理事長予定者挨拶                                             井上周士理事長予定者
それでは改めまして皆さまおばんでございます。本日も、師走の非常に皆さまお忙しい中、第６回役員予定者会議にご参加いただきまして誠にありがとうございます。先般クリスマス例会に開催されました選挙、なかなかあの日は選挙番組を見れなかったとは思うのですけれども、歴史的に非常に記憶に残った結果でございました。自民党の約２９０議席獲得の圧勝という事で、与党でありました民主党が５０数議席しか取れず歴史的大敗という形で、いま自民党がどういった組閣をするのかいうことが連日ニュース番組等で報道されております。その中に１つ気になったニュースがありまして、「世襲議員」という形で取り上げられていますけれど、「小泉進次郎」と「田中真紀子」を比較したニュースがございました。小泉進次郎が世襲議員の４代目であると本人が言っておりましたけれども、約１５万票獲得して余裕で開票数分でのトップ当選という結果の一方、田中真紀子はこの度、ああいった形で落選された訳ですけれども、１つのニュースの分析としまして、小泉進次郎は引き継いできたものプラス、自分の基盤と浮動票を獲得したという結果が出ています。そして田中真紀子の方は、これまでの既存の年輩の方の票は獲得しているのですが、若い世代の票が獲得できなかったとニュースでやっていました。それを比較しますと、私たち青年会議所にも当てはめることが出来ます。ちょうど私は、私の父である会長がいまして、社長がいまして、そしていま、私がさせてもらっている様な形で、皆さまもお父さんから受け継いで、また受け継がなくとも、企業の名前で青年会議所に代表としてきている。そしてまた、そういったコネもなくて１人青年会議所で名前をしっかり売っていこうということで参加されているメンバーも多いかと思います。やはり大事なのは、我われ青年会議所メンバーがいまをしっかり輝いて、そしていろいろな会合だったり人脈を作る場所で自分の個人名をしっかり売って、引き継ぐものは引き継いで、そして作るものは作る、という形がやはり大事であると痛感する場合があります。いま年末・年度末の方でいろいろな会合があるわけですけども、私の場合は、「なおちゃんの息子さんか～。」などと言ってもらって、それをちゃんと受け継いだ形で「井上周士」を売るという事が「繋ぐ」ことだと思います。また、一方話を移してみれば、言葉は悪いですが、お父さんが築いてくれた名前や会社の名前であったりしても、青年会議所に本来入るべき人が入らなくて、父が築いた色んな人脈等々を若い世代に「繋ぐ」ことが出来ないという事になると思います。結果から言うと。それはいろんな団体で活躍すれば、すなわちなんでしょうけども、この青年会議所というＯＢが約７００名もいて、いろんな団体にも精通できる素晴らしい組織の中で、そういったものを自覚して会社として、そして個人として売っていくという意識を持つと持たないでは、マラソンに例えると２０ｋｍからスタートする、３５ｋｍからスタートするぐらいの差が出てくると思います。そういった素晴らしい団体であるこの青年会議所もこの第６回役員予定者会議をもって早くも年末を終えようとしています。２０１２年の最終理事会を終え、最終例会であるクリスマス例会を終えまして、２０１２年からの襷を我われ２０１３年が繋いで、この素晴らしい組織をまたメンバーの方々もいろんな事業計画等々また委員会の中で脈々と伝えていただきたいと思います。本日も非常に最後という大事な会議になりますので、いろんな意識をしっかり高めて、そして私もしっかりとした理事長になれる様、また胸に刻んで本日も頑張って参りますので、どうぞよろしくお願いします。

１０．直前理事長予定者挨拶                                       野口直前理事長予定者
皆さん改めましてこんばんは。まずは、２０１２年度の理事長として昨日のクリスマス例会本当にありがとうございました。無事に１年間の公式的な事業は終わりましたが、１２月３１日までは２０１２年度の活動、理事長としての職がありますので、しっかりと全うさせていただきたいと思っております。先程、井上理事長からありました、選挙の話でございますが、ひとつ感じたのが、田中真紀子さんと小泉進次郎さんのお話を聞くと、若い力に国民が非常に期待をしているなという風に思っております。これは、経験している年輩の方がダメだというのではなく、「フレッシュに変わって行こう。」という様な風潮があったのではないかと思っております。民主党がダメだ、自民党が良いという訳ではなく、皆さんの中には選択肢の中でここしか無かったというところも正直あったと思います。そして、投票率も非常に低く過去最低と言われておりましたけれども、それだけ政治に関心がないというところもあったのかもしれません。ただ、ああいった選挙ですとか、日本が変わる節目のところ、もしかしたらオリンピックが２０１６年に開催される時には、この若い世代が日本を変えていくのだなと、改めて思いました。我われ青年会議所もそんなに大きいムーヴメントを起こすかどうかは皆さんのこころ次第だと思います。理事長を１年間やらせていただいて、本当に「山形を変えていこう。」とずっと考えていました。その前に青年会議所の今いるメンバーの意識が変わらないと変わって行かないのだという想いで、１年間ブレずに色んなことを言わせていただきました。それもこの青年会議所が山形を変える、もしかしたら東北を変えられる。という気概を持ってすすめさせていただきました。実際どうなるのかは２，３年後自分の歩みと、私が発信したものを皆さんが幾らかでも繋いで行って、２０１３年に花を開かせていただければと思っております。そして２０１２年の理事会で福井直前会頭のお話を３つだけお願いされたので、ここでお披露目させていただきたいと思いますが、１つは青年会議所たるもの「リーダーになってほしい。」もしくは「リーダーを創出してほしい。」これは選挙にもあった通り、リーダーというのがどういったものなのか、しっかりとしたものが無いと物事が推進して行かないので、リーダーの「作り手」になってほしいという事です。そして青年会議所で言えば、組織的に危機的状況になっています。過去には７万名もいたメンバーが、現在３万８千名しかいません。特に来年佐藤議長が行う拡大に関して、山形青年会議所はしっかりとしたビジョンを持って１５０のＬＯＭにするのか、２００のＬＯＭにするのか。すぐには出来ませんが、ビジョンをしっかり持って会員拡大をやってほしい。特に女性の方の拡大をしてほしいと言っておりました。そして最後は来年東北地区協議会を担う荒井寛会長の下、震災復興を進んでいるところそうでないところ様々な地域性もある中、長期的に継続をし、しっかりと日本の復興いう事を誇りとしてやっていただきたいと言っておりました。昨年度の福井会頭の所信にあった、５年後１０年後をどう描くか。自分がどうなっていたいか。を皆さんに今一度１２月３１日までしっかりと描いていただいて、２０１３年の活動にご尽力いただきたいという事を祈念申し上げて私の挨拶とさせていただきます。今日もよろしくお願いいたします。

(以下、『予定者』表記を割愛)

１１．議題並びに資料の確認                                            荒井要雄委員長
配布資料 第６回役員予定者会議アジェンダ　１３役員ｐｒｅ０６ｔｈ
議題２０件、確認事項その他を含め２件、討議事項その他を含めて４件、審議事項その他を含めて１３件、協議事項その他を含めて３件、報告依頼事項その他を含めて５件

中村祥之副理事長【補足】
審議にその他として１件入れていただきたい。前回の役員予定者会議において渉外支援委員会の事業計画書の中で新しいＥｘｃｅｌ表を提出している。ご審議をいただきたい。

１２．議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　井上周士理事長
全員賛成
１３．確認事項
確－０２　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　横山専務理事
削除

確－０１　理事長所信（案）Ｖｅｒ．２０に関する件　　　　　　　　　　 　横山専務理事

前回のＶｅｒ．１９より変更なし。

１４．討議事項　

討－０４　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　横山専務理事

削除

討－０１　　京都会議の参加促進（案）に関する件　　　　　　　　　　　渉外支援委員会

佐藤幸助委員長【上程】
前回意見いただいたところを修正している。手法部分で、ＡＳＰＡＣのＰＲ関係について添付している。しおりの作成が不完全なので、添付していない。京都会議について参加７５名目標に対し、確認できているのが現在４７名である。本日１７時までルームに返答いただいたものを取り纏め、星取表へ反映させる。

中村祥之副理事長【補足】
次回新年の１月８日の理事会で精度の高い情報と最後のお願いが出来ると思うが、まだ開催まで１か月ほどあるので、各ラインから委員会メンバーへ参加の周知をお願いしたい。

伊藤副理事長【質問】
地区ナイトについて事業内容の記載がないが、案内は出しているはずだがどうか。

横山専務理事【回答】
渉外委員会に伝えていなかった部分もあり、申し訳ない。渉外委員会と事務局でしっかり連絡を取っていく。

伊藤副理事長【意見】
１月１８日（金）１９：００より地区ナイトがある。ＡＳＰＡＣ山形大会のＰＲとして時間を取っているので、よろしくお願いしたい。

鈴木副理事長【質問】
地区ナイト後の２１：３０より山形ブロックのナイトについてもよろしくお願いしたい。
前年度からの引き継ぎ事項にある参加メンバーのＩＮ・ＯＵＴを明確にすることに対してはどの様にお考えか。

佐藤幸助委員長【回答】
出欠の取り纏め後、参加者のＩＮ・ＯＵＴ表を作るつもりである。

鈴木副理事長【質問】
自己手配の方も含めてＩＮ・ＯＵＴ表を把握し、ＡＳＰＡＣ準備会議事務局とすり合わせを行った後に完成するものなので頑張っていただきたい。ＮＯ ＭＰナイトについて説明をお願いしたい。

佐藤幸助委員長【回答】
特別なナイトがあるわけではなく、飲み屋さんへ出向いていくものであると聞いている。

中村祥之副理事長【補足】
インターナショナルナイト後に非公式な形で宴席がある。伺う予定は未定だが、情報としてあったので記載している。

井上周士理事長【コメント】
佐藤委員長取り纏め誠にお疲れ様です。目標の７５名までしっかりと高められる様お願いしたい。

討－０２　　２０１３年度名刺（案）に関する件                                事務局
舟山事務局長【上程】

前回ご指摘いただいた部分を修正している。詳細については審議対象資料２０１３年度名刺（案）で確認いただきたい。ご指摘いただいた点に関して両面について盛り込みしているので、確認いただき、ご意見頂戴したい。

横山専務理事【補足】

役職の数の関係で、鈴木副理事長のものを原案としている。セネター番号がある方は裏面にも入る。少々盛り込み過ぎな感があるので、皆さまからご意見いただきたい。

渡部本部長【意見】

内容に関して意見はないが、大変きれいな名刺であると思う。

中村祥之副理事長【意見】

大変すばらしい図案である。人によってＬＯＭ・ＣＯＣの役職、対外・対内の役職で英語表記を変えてはどうか。

遠藤常任理事【意見】

２００８年の時に長谷川先輩からご指摘をいただき、一部フォーマットを変更していたが、今回のものは変更前のものに戻っているため、後程事務局長にデータをお渡しするので、ご参考いただきたい。

安藤常任理事【意見】

日本ＪＣの資料によれば、作り方に様々な決まりがある様なので、改めてご確認いただいた方が良いのでは。

討－０３　　　２０１３年度年賀状発送（案）に関する件　　　　　　　　　　事務局

舟山事務局長【上程】

例年にならい組織と運営を右の方へ、左の方に理事長名で文言を入れている。その内容についてご意見をいただきたい。発送先リストを添付しているが昨年までのものを踏襲しているので、こちらについてもご意見いただきたい。

野口直前理事長【意見】

地区協議会には、会長と専務を連名にしても同じＬＯＭなので、１枚にしてもいいのではないか。例年にならうのも大事だが、臨機応変に対応していただきたい。

鈴木副理事長【意見】

写真の順番についても熟考ののち対応していただきたい。写真のデータはピンボケしやすいのできちんとしたデータで対応いただきたい。組織図部分で苗字と名前の間にスペースのあるものと無いものがあったり、文字の大きさにバラつきがあるので整理していただきたい。

安藤常任理事【意見】
組織図の出向欄の名称、空いてる部分の体裁を整える事をお願いしたい。

15． 審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上周士理事長
審－１４　その他

削除

審－１３    委員会事業計画（案）承認に関する件     　　　　　　　　　 渉外支援委員会
佐藤幸助委員長【上程】
こちらのエクセルの方、上程させて頂く。

中村祥之副理事長【補足】
事業計画の中で、前回不備のあった決算報告の時期の記載がなかった。協議付き審議付きの記載のなかで不足があった。最後のエクセルの表、記載ミスがあったので修正してきた。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
ＬＯＭブースの出展について、議案名が２つ同じ議案名になっているのだが、メインとか国際とか分けた方が自分たちもわかりやすいのではないだろうか。青年フォーラムとなっているのだが、ブロックとかはどうなっているのか。

佐藤幸助委員長【回答】
記載漏れをしていた。記載するように修正する。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
上程議案一覧のほうには、地区協議会全国大会と記載している。理解が浅いのではないか。地区協議会全国大会ということ提起自体微妙である。同じ、月に１つの議案でやるのか。

佐藤幸助委員長【回答】
ブースを出展するための内容、計画に関して一番最初になるＡＳＰＡＣの時に、協議審議させて頂いて、その同じような内容の流れで以降の出展する際には、討議という形で検討して頂ければと思い一番最初のＡＳＰＡＣの所だけを協議、協議、審議ということで書かせて頂いた。一緒にするつもりでいた。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
この議案でいくのなら、この表現ではおかしい。セル自体が違う。一番心配なのが、５０万円というお金をどれだけ効果的にＬＯＭブースでそれぞれの大会、フォーラム等で使えるかということ。なので、分けた方がわかりやすいこともある。それを踏まえながら進めて頂きたい。協議、協議、審議から討議の方にもっていくというわけだが、５０万円の中身について仕分けて通ると思うので、しっかりイメージして取り組んでもらいたい。

横山専務理事【意見】
こちらに関して、事業ヒアリング等々での伝える部分がまだ不十分であったかと思うので、国内ブースと国外ブースと分けた議案でお願い頂く。今年の議案でもそうであるが、補助金であったり売り上げ収益等々もあるので、国内と国際のほうで色分けするのが適切かと思う。事業計画の中でＬＯＭブースの出展という議案名が２つあるので、そちらで国内、国外という風に分けて頂いて、前回の審議で全ての委員会の方にも話したところだが上程議案一覧と年間事業プレートというのは審議対象というよりもそれぞれの委員会の中で管理すべく使って頂きたいと考える。まずは、こちらの方に追記して頂いて審議をもらうという形をとって、委員会名で再度、上程議案一覧と年間事業プレートを再構築して頂きたい。

野口直前理事長【意見】
簡単に言えば、今年のＡＳＰＡＣをやった通り、ブース費は５０万円でいいのだが、子議案でしょがないので出したらいいのではないか。ただ今の言い方がと５０万の予算を分けろということを言うのであれば、前年比に渡ってしっかりとした予算組を例えば１０万円と４０万円とか２０万円と３０万円と分けられるのであればいいのだが、今の現状では答えられないのかそれはわからないが、一本の議案として最終的に１２月に審議するのであれば、昔に戻って子議案として協議、協議、審議にするのか、予算が付いているので完全に討議ではない。そういった形で運営をさせて頂く形の方が、形的にすっきりするのではないか。ＬＯＭブース出展という名前をひとくくりにさせてもらって、事業内容はＡＳＰＡＣ世界会議出展ブースで、地区フォーラムに関して青年フォーラム出展ブースとして、その内容は２つに分ける。時期も。ＬＯＭブース出展の議案として５０万円とここで１回で取って、やる時に、協議、協議、審議できちっと子議案として出して最終的に、青年フォーラムが終わった後に、決算ができるようになれば、すぐそれを子議案として１回だして、本会計の５０万円の決済で議案を通した方が一番無難ではないか。同じ議案名で、２回だして、最終的に本決算の５０万円を出していくしか今のところないのではないか。もしこの括りでいくのであれば、これしかないのではないか。ただ、これを自信を持って１０万円と４０万円など予算を分けるのであればこの審議の場でやらないといけない。それくらい、正直公益の運営の方法はきちっとした形でないとできないというので議案という制度を我われが勝手にしっかりと明記しながら作っていくしかないと考える。あとは、この場で皆さまからご審議を頂いて、決めていけばいいと思う。

中村祥之副理事長【回答】
そうしましたら、海外の委員会のほうでも、国内向けの８万円、国外向けの４２万円という予算をＬＯＭブースの出展、一方のほうを海外、もう一方を国内と分けてそれぞれ海外のほうに対しては４２万円、国内に対しては８万円という予算に修正をさせて頂きたい。上程議案一覧は、委員会の方で作り直すということになりますが、海外と国内で予算を分けるということにする。海外は先にやって、国内は少しずれた状態で、国内向けの議案を作る形にする。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
５０万円１本で予算をとって、５０万円１本で審議を取る流れ、その途中経過に於いて５０万円１本の中でもその内訳を詳細を前の段階で出せるようにすればいいのではないか。どうしても国際でやっているような流れの方がいいのではないかと思う。また、違うということでしたが、ブロックとして対象者として、もしこの分けるという考え方をするのであれば、公益社団法人というのは県の認定団体なので、県内と県外にとか分け方を考えていかないといけないと思う。ぜひ対象者については、山形ブロック大会、青年フォーラム、ＪＣメンバーで県民、よろしいのではないか。

横山専務理事【意見】
今年渉外委員長の立場から話をすると、今年も５０万円という予算を頂いて、子議案という形で途中から２つに分けたような流れもある。今、ここで２つに分かれてて予算だけが１本になっている方が進め方としても、今出た意見の１本ずつ出せるということも非常に分かりやすいことになってくるので、ＬＯＭブースの出展というところの１本立てをして、話になった子議案の作り方なのだが、若干細かい話になるが、共通の材料とか共通の物を購入とかという例年の流れがあるので一緒のほうがいいのかという部分もあったのだが、海外の方に関しても同じ物を一度に購入して両方の大会に振り分けたという流れも、私の中であるので、そのあたりはいいのかなという所もあった。そこの子議案の作り方に関しては、逆にこれから委員会で相談して頂いて４つに分けるのか、２つで進めていくのかの構築を出せれば一番いいのかと思う。

佐藤幸助委員長【回答】
ご意見頂いたように、１本の議案にさせて頂いて各種大会ごとに議案を上げさせて頂いて１２月に５０万円として決算させて頂きたいと思う。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
１本にするのであれば、実施時期を各種大会開催時期でいいのかと思う。全国大会などは来ない可能性もあれば来る可能性もあるので、各種の大会にする。また対象者に関しては、ＪＣメンバー、県民、海外の方々とかにした方がわかりやすいのではないかと思う。

佐藤幸助委員長【再度上程】
議案名をまず１本にさせて頂いて、ＬＯＭブースの出展。事業内容をＰＲするためのＬＯＭブースの設営ということにさせて頂いて、実施時期は各種大会実施時期、対象者のほうをＪＣメンバー、県民・海外の方々と書き直す。予算の方を、５０万円１本、変わらず上程時期の方は、このままでお願いする。その他に子議案をＬＯＭブース出展の際に上げさせて頂く。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決
審－０１    新入会員の募集（案）承認に関する件     　　　　 会員パワーアップ特別会議
會田総括幹事【上程】
情報更新の担当者の決定、スケジュールの上旬、中旬、下旬と大まかな予定を具体的に修正してきた。今の時点での資料も添付した。

佐藤貴博議長【補足】
ＡＳＰＡＣ開催時期まで、１５０名のＬＯＭを目指すべく５０名の会員拡大を目指している。

荒井要雄委員長【財審コメント】
財審コメントは特に無い。

遠藤常任理事【質問】
議案に関して特にない。５０名を目標にとあるが、単に５０名と記載したのか、必ず５０名という意気込みで記載したのか、心意気を伺いたい。

會田総括幹事【回答】
５０名なんとかやりたいと思っている。皆さまからの協力もお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
２月１日の講師が決定とあるが、費用はどうなっているのか。

會田総括幹事【回答】
講師は、本日決定した。費用については全て自己負担で来て頂けるということなので、予算は考えないと認識している。

鈴木辰太郎副理事長【質問】
この議案の新入会員募集の議案になって、その中に講師がある。また、セミナーやキャラバンの議案の方にも講師セミナーがある。会員拡大会議という位置づけで、拡大会議の議案はないのか。費用がかかるのか、他のどっかにかかるのかわからなくそういう質問を受ける。本来講師を呼ぶのであれば、講師依頼承諾種が絶対必要になってくる。それが、どこの物にあてはまるのか。講師を呼ぶ行為自体が、会員拡大のどこにあたるのか分かりにくい。また、講師依頼承諾書について内諾頂いたのかもしれないがそのあたりどのように考えているのか。

會田総括幹事【回答】
講師依頼承諾書に関して、これからの準備になる。日程的な所等々、今確定頂いている部分はあるが、調整していく。また、こちら議案、スケジュールの部分で全てを網羅させて頂いたというのがこういった書き方になっている。従って、こちらを柱にさせて頂いた上で、この次、その次と上程させて頂く。

鈴木辰太郎副理事長【意見】
委員会の方でしっかりと運営なされれば問題ない。こちら毎年引き継ぎに於いて難しくなると思う。見てわかりにくい、引き継ぎまで考えて欲しい。また他の委員長様にも伝える部分であるが、講師依頼承諾書は、審議の時に揃っていないといけない。その当たりしっかり取り組んで頂きたい。

伊藤副理事長【説明】
講師依頼承諾書がなければ、当然審議としてはいけないと思う。経緯だけ説明させて頂くと、三浦顧問を通しての連絡を先日やっと取れて、本日佐藤議長からメールを送ったという経緯で本人とコンタクトがとれ次第、講師依頼承諾書を頂くということの審議でお願いしたい。

井上周士理事長【補足】
講師に関しては、ご挨拶させて頂いてしっかりと承諾頂きたい。

中村祥之副理事長【質問】
審議対象資料にある、チラシ案に関して中身の文言などを確認させて頂く場面が今後あるのか。

會田総括幹事【回答】
パンフレットデザインということで、イメージだけは載せさせて頂いた。先版と違うのが、パンフレットの裏面になるが、先版は人と街と花火とＭＤＧＳであったが、それにプラスしてＡＳＰＡＣ関連を追記させて頂いた。もちろんこれからの原稿、いずれかのタイミングで目を通して頂く出願をしたいと考えている。

伊藤副理事長【補足】

パンフレットの中身に関して、１月８日の新旧合同知事会に於いて討議上程させて頂いて、目を通して頂いて、配布を１月２４日になる。

部分審議

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

審－０２　　仮会員セミナーの実施（案）承認に関する件　　　　　会員パワーアップ特別会議

會田総括幹事【上程】

シニアのところを修正。担当の部分の区分けをしっかり修正してきた。

伊藤副理事長【補足】

仮会員セミナーの方も講師の方確定にはなっていない。

長瀬総括幹事【意見】

実施日時の所、４月２３日第５回仮会員セミナーこちら、理事会の認定ですので理事会のほうをみるのかどうなのか。７月１０日、火曜日とあるが、７月９日が火曜日になっているので例会の日時等確認頂きたい。青年会議所メンバー全員１１９名とあがっているので、総務委員会と調整して修正頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

今年から、例会参加をセミナーと位置付けている。それまでは、仮会員セミナーを実施してその中で例会であったり委員会の参加であったと思う。今年のように、例会参加と位置付けても本当に優秀な新入会員の皆さんが、交流をもてる入会に結びついたことにつながったと思う。心が入った状態で入会してくれたと思う。

中村祥之副理事長【意見】

シニアの講師の選定リストとあるが、入ってない人からも選ばれたり非常にいいと思う。名前の漢字のところがひらがなで記載あったりするところを修正して欲しい。役職が変わったり、更新しないといけないと思う。

井上周士理事長【採択】

全会一致で部分可決。

審－０３　　会員拡大キャラバンの実施（案）承認に関する件　　　　会員パワーアップ特別会議
會田総括幹事【上程】

ご意見を元に担当者の割り振りを精査させて頂いた。また、拡大会議の方針を精査してスケジュールも記載した。

佐藤貴博議長【補足】

拡大会議の意味あいは、キャラバンをするにあたってこの拡大会議で士気を高めるための会議にしたいと考える。

長瀬総括幹事【質問】

これ全て日程が正副常任の日程と重なっているのだが、敢えて委員会の対象にしていることでいいのでしょうか。

荒井要雄委員長【意見】

審議対象資料のキャラバン組織の富樫君の漢字が間違っているので訂正してください。

野口直前理事長【質問】

せっかくこういう会議をやるのであれば、キャラバンでやっている活動の報告をやって頂きたい。キャラバンの報告結果がほしい。なんでダメだったのかの報告がない。好感触でいい人と好感触でない人を分けながら、攻め方をきちんと決める資料のようなものを作って頂けると今後につながると思う。

佐藤貴博議長【回答】

キャラバン終了後、同報メールの方を活用して、その模様等発信させていきたいと思う。

野口直前理事長【意見】

同報メールではなくこういう会議で報告とかあったほうが効果的だと思う。同報メールは、意外と一方的で自分たちは満足していても、受け手側が見てないこともある。できれば、こういう会議で流すか委員長の皆さんにしっかり報告したほうがいいと思う。意外に同報メールの効果はないと感じるので、こういう会議の場で報告して意見を出して頂きたい。

渡部本部長【質問】

第２クール、第５回から第７回の拡大キャラバンはメンバーが確定なっていないようだがどのようになっているのか。

會田総括幹事【回答】

持ちまわるようなイメージをしていた。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

委員長の皆さまに聞きたいのだが、２月７日第２回拡大キャラバンがあるのだが、２月７日に委員会しないとダメになる。委員会をしているところにキャラバン隊がまわる。委員長の皆さま理解しているか。それを踏まえてスケジュールの確認をしてほしい。

佐藤貴博議長【回答】

我々も連絡不足ですみませんでした。スケジュールを見て委員会を予定していただいて、まわらせて頂きたいのでご協力お願い致します。

武田委員長【質問】

スケジュールを確認しておりまして、この日に委員会を開催する協力はするが、グループという限定はあったのでしょうか。

佐藤貴博議長【回答】

どこにでも伺いますので、会場の方連絡頂きたい。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決。

審－０４　　ＬＯＭ外広報誌の発行（案）承認に関する件　　　　　　会員パワーアップ特別会議
會田総括幹事【上程】

スケジュールの部分でずれ込んだものを修正している。レイアウトの中身に関しても精査しているので慎重審議をお願いしたい。

佐藤貴博議長【補足】

皆様方にも原稿の依頼をさせて頂くのでよろしくお願いしたい。

荒井要雄委員長【財審コメント】
財審コメントは特に無い。

長瀬総括幹事【質問】
メンバー企業内で見積合わせをする件に関してはどうなったのか。

横山専務理事【回答】

事務局で進め方を検討しているところでもあるので、次回、年度が切り替わってからの理事会で確認を取らせて頂く。理事メンバーが取引企業となる場合、審議段階でその理事が退席するなど、様々な決まりが公益の関連で定められている。次回詳細を説明のうえ確認をさせて頂く。
鈴木辰太郎副理事長【質問】

発送先リストの中で、｢会務担当常任理事｣というのは全ての会務担当常任理事を指すのか。また、国際グループには全て委員長を出しているようだが、出向者輩出先という観点では総務や渉外委員会に発送すべきではないのか。

佐藤貴博議長【回答】

２０１０年から国際グループにスタッフを含めた形で発送しているようなので、それに倣う予定である。会務担当常任理事宛にも、ＡＳＰＡＣ開催の絡みもあるので発送する予定である。

横山専務理事【意見】

賀詞交歓会の案内を送付する際、ある程度リストが固まるはずである。発送先を共有できればという意見もあり、賀詞交歓会のリストを活用して行ければと思う。但し、案内を出すのと広報誌を送付するのでは勝手が違う部分もあるので、事務局と内容精査のうえ進めて頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

そうなるのであれば、この資料自体が引き継がれるので、内容に記載をお願いしたい。会話の内容は議事録を掘り起こすしか探しようがないので、資料内容の差し替えを行い、最終的に保存して頂きたい。
伊藤副理事長【回答】

これからの課題も全て引き継ぐという観点でこのまま審議上程させて頂き、細部に関しては事務局としっかり確認をする。今回の問題点に関しては、決算の段階で内容を明記させて頂く。
齊藤秀昭副理事長【意見】
印刷業者に対して、公益社団法人に対しての正式な見積を提出するよう依頼をお願いしたい。
佐藤貴博議長【回答・補足】

相見積に関して、フォルダには入っているが議案の方に記載が漏れていた。後ほど記載をする。

中村正利監事【質問】
リストに関して、新旧理事会には間に合わないのだろうか。

佐藤貴博議長【回答】

今回審議をして頂き、１２月２１日に原稿依頼をする予定である。
中村正利監事【質問】

発行部数の問題だけであれば来月に延ばせると思われる。しかし、１月３１日に原稿回収を行うスケジュールに見えるがどうなのか。
佐藤貴博議長【回答】

渉外と会員交流に関しては事業の日程を考慮して３１日回収を予定していた。

中村正利監事【意見・質問】

３１日回収で掲載されるのであれば、リストのみ８日に間に合わせても問題無いと思われるがどうか。印刷スケジュールはどうなっているのか。

佐藤貴博議長【回答】

印刷に関しては、２月上旬の常任理事会にて討議して頂き、中旬より開始する予定となっている。

井上周士理事長【コメント】
提出物の期限等の審議というかたちで進めさせて頂く。
會田総括幹事【再度上程】
相見積のリンク切れ修正・見積書の正式な書式への修正を含み再度上程させて頂く。

井上周士理事長【採決】
全会一致で可決

審－０５　　新春賀詞交歓会式典ならびに祝賀会の企画・実施（案）承認に関する件　会員交流委員会
遠藤常任理事【上程】
前回、資料の不備により部分審議となったことをお詫びする。頂いた意見を反映してあるのでよろしくお願いしたい。

鈴木辰太郎副理事長【補足】
特にスケジュールを表に出し、目に触れやすいよう修正を加えた。１０番事業内容の中で、｢理事長入場｣とあるが、｢理事長登壇｣と修正させて頂く。また、｢シニアクラブ代表挨拶｣を｢山形ＪＣシニアクラブ代表挨拶｣と修正させて頂く。

荒井要雄委員長【財審コメント】
財審コメントは特に無い。

齋藤秀和実行委員長【意見】
事業内容の中にスケジュールのみを添付するという方法が目立っている。手法的にはスケジュールを添付するだけの場所ではないのでご承知頂きたい。議案作成の際に留意して頂ければと思う。

井上周士理事長【採択】
全会一致で可決

審－０６　　山形ＪＣ活動の取材・記録管理（案）承認に関する件　　　　　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】
前回の会議にて特別大きな意見は出なかった。各委員会にてＨＰへの写真掲載ができるなどの体制を取っていくので、事業毎にアナウンスさせて頂く。慎重審議をお願いしたい。

井上智博出向理事【質問】

ＨＰへ写真を掲載する際、容量制限は定められているのだろうか。
荒井要雄委員長【回答】

実際できあがってからの容量確認になるが、制限は必ず設けられるはずである。各委員会にパソコンを使用しながらの説明を行うので、その際に周知を行う。
鈴木辰太郎副理事長【意見】
マニュアルを見ると１枚640×640・２ＭＢの制限がかかっているようである。パワーポイント等に使用することを考えると、サイズの再考が必要と思われる。また、｢山形青年会議所シニアクラブ｣ではなく｢山形ＪＣシニアクラブ｣が正式な表記となるので確認をお願いしたい。
荒井要雄委員長【再度上程】

表記の点・写真サイズの点を修正し再度上程のでよろしくお願いしたい。
井上周士理事長【採択】
全会一致で可決

審－０７　　山形ＪＣホームページの運用（案）承認に関する件　　　　　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】
前回の予定者会議で頂いた意見を反映させている。リンク先に関して、要望のあった際に都度追加とさせて頂くので必要な時にご連絡をお願いしたい。カレンダーに関して、現状のものとgoogleカレンダーのメリットデメリットが明確に出来ず、まずは現状のもので対応していく予定である。ＩＤ・パスワードに関して、委員会毎にすると２人同時にログインできない事象が発生するため、個人毎の対応を考えていきたい。理事長スケジュールに関しては、Facebookを活用して頂きたいと思う。慎重審議をお願いしたい。
荒井要雄委員長【財審コメント】
財審コメントは特に無い。
齊藤秀昭副理事長【意見】

見積書に社判が無いようなので確認をお願いしたい。

野口直前理事長【質問】

責任者が荒井要雄委員長・事業総括が米本さん・情報提供者がメンバーとあるが、運営の責任者は誰になるのか。
荒井要雄委員長【回答】
米本さんが運営の責任者となる。

野口直前理事長【意見・質問】
メンバーに情報を提供してもらうのは良いやり方であると思う。但し、誰もが情報提供の責任者となり得るというのはおかしい気がする。今後事業を行う中で、情報提供の責任者が誰かということを明確にしなければならないと思う。例えば委員長であっても構わないが、写真を掲載するにあたり明確な判断責任を負う人間が必要ではないか。Facebook等の個人責任で掲載する写真とは異なるので、総務委員会としてしっかりと精査が必要になる。掲載に当たり明確な基準がないのは危険である。
荒井要雄委員長【回答】
メンバーページの中で情報掲載を頂き、精査の後に対外的な発信を行うという流れを想定している。
野口直前理事長【意見】
それならそれで構わないのであるが、やはり基準のないまま片端から写真を掲載するという危険性は否めない。責任者を明確にして進めて頂きたいと思う。誰がどの委員会を担当するか等を明確にし、メンバーにも周知させて運営を行って頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

今の話だと、総務委員会で写真を集めて掲載する流れに聞こえる。取材を行ったうえでの掲載であるということが伝わるように話をして頂きたい。また、現状でログインできないメンバーが多数いる。各々でローマ字・漢字等の登録がバラバラであり整理が困難な状態である。先日も、とあるＯＢが議案をダウンロードしている形跡があった。一度ＩＤを整理し管理する必要性は高い。カレンダーに関しても、できるだけ皆さんで共有できるようにという観点が重要であるので、問題の有無ではなくより良いものに変えていくという考え方で進めて頂きたい。
井上周士理事長【採択】

全会一致で可決

審－０８　　1月定例総会の開催（案）承認に関する件　　　　　　　　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】
次第に関しては添付資料を確認して頂きたい。場所に関して、東部公民館以外が手配困難なため、早朝の並びを持って確保を行う予定である。毎回駐車場が狭いという問題が出ているので、委員会毎の乗り合いを奨励して頂くようお願いしたい。
横山専務理事【補足】

１月の定時総会は、例年と違い２０１２年度の方で野口理事長に司会をして頂く。また、理事メンバーも２０１２年度の役職にてセレモニー等を実施して頂く。２０１２年度の方で上程し、審議を頂く議案となる。設営・準備を２０１３年度、運営を２０１２年度の方で行うという流れを今回から作ったという形になるため、翌年以降検証のうえ変更になる可能性もある。設営・準備の関係上２０１３年度の予定者会議で審議にかけるが、その後の運営に関しては２０１２年度に一任となる。変更があったからといって２０１３年度に戻ってくるものではないとご承知置き頂きたい。次第の中で２点修正がある。｢２０１２年度１月定時総会｣とあるが｢２０１３年度｣と修正する。また、セレモニーの部分において両年度が重複する時期での開催となるので、スローガンを削除とする。総会の方の審議を頂く中で、その後の流れに関しても説明させて頂く。皆さまを理事として承認して頂いた後に、臨時理事会を開催する。その中で代表理事即ち理事長と副理事長・専務理事を選出する。同じく臨時理事会の中で、バッヂの交換や感謝状の贈呈などのセレモニーを行う。また、総会に参加した全てのメンバーに、理事会へのオブザーブを促したいと考えている。第１～４号議案に関しては、２０１２年度の公益の事業申請部分に絡める部分としてひな形や議案名などを綿密に練っていく予定であるので、様々な変更が出る可能性もある。監事に関し、齊藤秀昭２０１２年度監事のように、２年任期の途中で辞任という形が今後出てくると考えられる。辞任は理事会で可能であり、解任その他は総会にてという流れをご承知置き頂きたい。
長谷川委員長【意見】
１月定時総会２５号議案に関して、長谷川委員長の部分に漢字の誤りがあるので訂正をお願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【意見】

審議対象資料１・２番に関して、審議対象資料から外して参考資料に落とした状態で日程と場所の審議を取った方が良いと思われる。

横山専務理事【回答】
参考資料に落として審議を受けるようにする。

荒井要雄委員長【再度上程】
スローガンの削除・長谷川委員長の名前修正・審議対象資料１番と２番の除外をもって再度上程させて頂く。
齊藤秀昭副理事長【意見】

１０番の事業内容に関して、議案上精査をしたうえでの審議となるのでよろしくお願いしたい。

荒井要雄委員長【回答】

議案本文の２０１３年度事業内容に関して、スローガン部分・理事長バッヂ交換・感謝状贈呈を削除した形で審議上程をお願いしたい。
井上周士理事長【採択】

全会一致で可決

審－０９　　２月公開例会の企画、実施（案）承認に関する件　　　　　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【上程】
交通費等の予算に関する項目・対外対象者に関する項目等を補足・修正している。仮会員数に関しては、打合せのうえ３０名と記載させて頂いた。承諾書に関しては、明後日に寒河江で開催されるセミナーで受け取る予定となっている。慎重審議をお願いしたい。

横山専務理事【補足】

明後日、ブロックの拡大セミナーが寒河江にて開催される。荒井委員長にも参加頂いて上田先輩より承諾書を受領することになっているのでよろしくお願いしたい。

荒井要雄委員長【財審コメント】
財審コメントは特に無い。

安藤常任理事【意見】
上田先輩の講演を聴くのが初めてなので、２月例会を大変楽しみにしている。頑張って頂きたい。

今野常任理事【意見】

大変楽しみにしている例会であるのでよろしくお願いしたい。
渡部本部長【意見】

楽しみにしているので頑張って頂きたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

ブロックの方でも上田先輩の講演に関して色々な議論が交わされていた。長谷川先輩もご承知置き頂いているようなので留意して頂きたい。小田原～山形の交通費に関しては数字の誤りを修正お願いしたい。楽しみにしている。
野口直前理事長【意見】

せっかくＪＣの先輩をお呼びするので、他ＬＯＭを巻き込んだアテンダンスを考慮して頂きたい。私たちがＡＳＰＡＣを開催するうえで、可能な限り色々なものを巻き込んだ活動をしていく必要がある。例えばこのセミナーで新入会員を半数決めてしまいたいなどの目標を立てれば仮会員を招待する人数も見えてくるはずである。各部署で連携ができていればそういった発送も出てくると思われる。今回の件に関しては、理事長を通して他ＬＯＭにもぜひ声掛けをして頂きたいと思う。
井上周士理事長【回答】

しっかりと声掛けを行い、中身の濃い例会にしていく。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決

審－１０　　２０１３年度理事会費（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　 事務局 

舟山事務局長【上程】

前回からの変更点は、審議対象資料一覧の理事会費（案）の最後の一文でオブザーブの食事代が２，８００円から２，５００円に変更。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決

審－１１　　２０１３年度出向者（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　 事務局 

舟山事務局長【上程】

審議対象資料一覧の出向者（案）で、承諾をいただいたメンバーを追記。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決

審－１２　　２０１３年度外部団体出向（案）承認に関する件　　　　　　　　　 事務局 

舟山事務局長【上程】

審議対象資料一覧の外部団体出向（案）の任期を追記。

横山専務理事【補足】

添付資料の赤字に関して修正内容ではなく、注意すべき内容として記載。

舟山事務局長【訂正】

議案名が協議ではなく審議へ訂正。

井上周士理事長【コメント】

外部出向に関して、理事長代理として出席いただく。山形ＪＣに代表として、他団体がどのような活動をしているかをしっかりと学んで頂きたい。

井上周士理事長【採択】

全会一致で可決

１６．協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　      横山専務理事

協－０３　　　その他

削除

協－０１　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会成功に向けた活動（案）に関する件　　ＡＳＰＡＣ準備事務局

長瀬総括幹事【上程】

特定資産の方で７，６８３，０００円の予算があり、基金管理委員会には８，６８３，０００円で上げている。差額の１，０００，０００円は６月例会へ充当する為、別途協議議案として上程させていただく。

各予算の事業内容として一旦予算をＣＯＣ会議にて予算を預かり、協議・審議を取らせていただき、審議が通った段階で理事会へ報告させていただく。

予算の執行状況は２ヶ月に１回、もしくは事業の翌月などにＣＯＣ会議にて決算報告をし、その後理事会へ報告させていただく。
安藤常任理事【説明】

実施組織は山形ＪＣ全メンバー１１９名になる。理事メンバーが先頭になって各委員会、全メンバーを取り込み進めていきたい。

中村祥之副理事長【補足】

多くのお願いなどが発生してくる。全メンバーへの協力を仰ぎたい。

野口直前理事長【意見】

計画的に各種大会に何名のメンバーが必要かを明確にしていただき海外の大会もある為、最低１ヶ月前に取り纏めを行っていただきたい。

また、２０１３年度は今まで行っていないメンバーを巻き込んで参加させていただきたい。その為には案内をしっかりして欲しい。

長瀬総括幹事【回答】

スケジュールを出来る範囲で次回まで検討していきたい。

野口直前理事長【意見】

出来る範囲でではなく、全てをしっかり検討していただかないと纏める事が出来ない。

海外に行かないメンバーを誘うのは大変だと思うが、この事をテーマにしてやっていただきたい。

鈴木辰太郎副理事長【質問】

活動費についてで、ＰＲグッズ作成費５０，０００円で足りるか。

長瀬総括幹事【回答】

２０１２年度は実際のところ足りなかった。２０１３年度は当初もう少し多い予算を検討していたが現時点では５０，０００円の為、この中で対応していく。その他の部分で削減していくのと、１年間に間に合うようにやっていくしかない。

足りるかという質問に対しては正直額が少なくて足りないが、現時点ではこれでやって行くしかないと思っている。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

２０１２年度もある程度想定して予算組をやっている。今の段階で想定して提出していただきたい。

２０１３年度ＡＳＰＡＣ活動費（案）の右上の為替レートの部分で、現在のレートで換算していただきその都度更新していただきたい。足りない部分はしっかり話し合わないといけないと思う。

長瀬総括幹事【回答】

事務局と一緒に負担する部分もあるので検討させていただきたい。予算については一旦ＣＯＣ会議で審議させていただき、理事会に報告する。この段階では基金管理委員会から預かるという金額の協議内容としてご理解いただきたい。

佐藤貴博議長【意見】

予算の削減方法として各種大会の早期登録などで割引などあるので、井上智博出向理事とも話し合っていただき早期登録をお願いしたい。

動議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井委員長

荒井要雄委員長【動議】

終了時間延長の動議　２２：３０～２３：００

動議の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　井上理事長

全員賛成

協－０２　各種大会・対外事業の渉外活動（案）に関する件　　　　     　　　渉外支援委員会
中村祥之副理事長【上程】

年間を通した各種大会のスケジュールとして参加を募っていきたい。

特に海外などの参加に関しては早期の案内、早期の取り纏めを行っていきたい。

野口直前理事長【意見】

本来はＪＢＭや香港ＣＬＪＣさんの５周年の式典、セネターゴルフやＭＹＥＧＰＳなど日本ＪＣとリンクさせていくと、ＪＢＭなどはＬＯＭの事業として行かないのかと思ってします。渉外支援委員会が必ず行けとは言わないが、案内文を出していただきたい。

２０１２年度東北地区委員会には皆様に行っていただいた。渉外支援委員会で行けとは言わないが、理事メンバーなどを割り振りしていき日本ＪＣと地区役員会議に行くのは非常に意義のあることだと思う。名古屋は必ず４人とか札幌も４人～５人出席していた。私は国際関係のリーディングＬＯＭは山形ＪＣだと思うので、公式なＬＯＭ事業として組み込んでいただき、是非出席を促していただきたい。

武田委員長【意見】

青年フォーラムの実施会場で、大仙市がメイン会場になるのかを確認していただきたい。

外部協力者の部分で渉外支援委員会の中に山新観光さんもいるので、追加していただきたい。

鈴木辰太郎副理事長【意見】

表記の問題で「ブロック会員大会」は公益の問題で「ブロック大会」になるので変更していただきたい。また、先日連絡があり復興創造フォーラムは太白区の「ゼビオアリーナ」で決定。翌日には復興慰霊祭がある為、宿泊はなしでお願いされている。その為、山形の宿泊先を聞かれＡＳＰＡＣの宿泊先資料を送付してある。その際は山形ＪＣとして何らかの案内等をお願いしたい。

野口直前理事長【意見】

確定ではないが、日本ＪＣの役員構成メンバー約６０名は山形での宿泊を検討している。

「全国会員大会」の名称は「全国大会 奈良大会」に決定。

１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 舟山事務局長

報－０５　その他

削除

報－０１　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会ＰＲハッピ購入依頼について　　　ＡＳＰＡＣ準備事務局

長瀬総括幹事【依頼】

多くのメンバーにハッピを購入していただいているが、全メンバーではない。各委員長においては委員メンバーへの周知徹底し、購入をお願いしたい。

報－０２　京都会議開催期間におけるＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会ＰＲ

及び各種懇親会の開催日程並びに参加依頼について　　　　　　ＡＳＰＡＣ準備事務局
長瀬総括幹事【依頼】
京都会議のスケジュールはＪＣＩ関係委員会より事前の情報をいただき案内はしているが、正式なお願いは今後させていただき、星取表を作成してお願いさせていただく。

各種大会などでのバナーＰＲも協力をお願いしていただく。
報－０３　２０１３年度メーリングリストについて　　　　　　　　　　　総務情報委員会
荒井要雄委員長【依頼】
先日２０１２年度の同報メールにて送信しているが不備が発覚し訂正した。２０１３年度メーリングリストは使用可能になっている。

メーリングリストで同報メールを送ったら１０分程様子を見て確認していただきたい。

次回上程より議案の上程の際は上程メーリングリストを使用していただきたい。

また、委員会報告書がどこの委員会からもいただいていない。委員会報告のメーリングリストもあるので、担当副理事長に確認いただいたものを送信いただきたい。
報－０４　今後のスケジュールについて（年内）

　　　　　今後のスケジュールについて（１３年1月～）

上程スケジュール

舟山事務局長【報告】
年内と２０１３年度の予定があるので確認していただきたい。
上程表は７日前、議案は５日前の締切りは厳守いただきたい。

１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事
[ ２０１３年度 第１回新旧合同理事会 ]

２０１３年１月８日　火曜日　時間：未定

場所：未定

１９．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村正利監事

本日を含めまして合計６回の役員予定者会議、大変お疲れ様でした。

本日審議に上がりました、賀詞交歓会、総会、来年の１月からの各種スケジュール等々出てまいりました。予定者段階で皆様が作り込んで来ていただいた物が1月から発揮されます。冒頭の挨拶から有りました通り、２０１３年度はＬＯＭとして公益の件やＡＳＰＡＣの件など非常に多忙になると思います。
ですが、このような忙しい中でも拡大におかれましては２０１２年度よりも多い拡大を、公益に関しては更に精度を高めた会議運営を、ＡＳＰＡＣに関しましては１人でも多くのメンバーを海外や各種大会に連れて行くという気概を持って２０１３年度に望んでいただければと思います。

まずは、本日の議案の中で色々な不備がございました。そのような点を予定者段階で吸収していただき、来年の１回目から全力で望んでいただければと思います。年内の予定者会議はこれで終わりとなります。

大変お疲れ様でございました。

２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山専務理事










